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舗装材料と舗装調査技術舗装材料と舗装調査技術
～時代の要請と技術開発～～時代の要請と技術開発～

ニチレキ（株）河野恭一

舗装工学特別講義

講 義 概 要講 義 概 要

□舗装材料：アスファルト乳剤

改質アスファルト

□舗装調査（路面性状調査、舗装構造調査）

について

技術の変遷と現状、今後に期待することなど

私見を交えて紹介

アスファルト：その量は、わずか５％アスファルト：その量は、わずか５％

→→されど５％されど５％
５％の世界であらゆる挑戦

アス量、アス性状改善、骨材と水と、

舗装機能・性能とアス など

舗装調査：縁の下の力持ち舗装調査：縁の下の力持ち

そして、水先案内人（ツ－ル）そして、水先案内人（ツ－ル）

地道な調査と膨大なデ－タ処理→縁の下の力持ち

調査結果の活用→水先案内人

（調査結果分析による将来予測、舗装管理支援システム運用）

ⅠⅠ．アスファルト乳剤．アスファルト乳剤

１．アスファルト乳剤とは

２．アスファルト乳剤の歴史

３．アスファルト乳剤工法の現状

４．アスファルト乳剤への期待

５．展望

－時代の要請と技術開発－

なぜ乳剤にするのかなぜ乳剤にするのか

方法

・加熱溶融する⇒加熱混合物

・揮発性溶剤を加える⇒カットバック

・乳化する⇒アスファルト乳剤

アスファルトは常温で半固体

使用（散布、混合）するためには、粘性の低下が必要

１．アスファルト乳剤とは１．アスファルト乳剤とは

界面活性剤を用いて、
水中にアスファルトの微
粒子を分散させたもの

界面活性剤

乳化粒子径 一般に２～３μｍ

乳剤の顕微鏡写真

親油基 親水基

• 同一分子内に親水基と親油基
を有し、水と油の界面張力を大
幅に低下させる物質

• 親水基の極性により、カチオン、

アニオン、ノニオンに分類
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カチオン系乳剤粒子カチオン系乳剤粒子
（水中での安定化）（水中での安定化）
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アスファルト粒子 アスファルト粒子

乳化剤

反発

水相

アスファルト乳剤の製造工程アスファルト乳剤の製造工程

アスファルト 添加剤

アスファルトタンク

アスファルト
ポンプ

コントロール
バルブ

アスファルト
メーター

乳化液タンク

ウォーター
ポンプ

コントロール
バルブ

ウォーター
メーター

アスファルト乳剤

乳化剤 水 酸

乳化機

２．アスファルト乳剤の歴史２．アスファルト乳剤の歴史

• 明治39年 米、ｶｰﾙﾏﾝが特許取得

• 大正15年 東京市、米よりｸﾚｲﾀｲﾌﾟ乳剤を輸入

• 昭和 3年 東京市、直営で乳剤製造開始

• 昭和25年 乳剤舗装、失業対策事業に採用

• 昭和35年 我が国初、ｶﾁｵﾝ乳剤の開発

• 昭和39年 特殊改良第四種事業が施行

• 昭和50年代 路上再生CAE路盤工法始まる

• 昭和62年 路上再生路盤工法技術指針(案)発刊

• 昭和63年 舗装要綱にｺﾞﾑ入り乳剤が記述

• 平成 5年頃 ﾏｲｸﾛｻｰﾌｪｼﾝｸﾞ始まる

昭和３０年代の乳剤舗装昭和３０年代の乳剤舗装

• 浸透式マカダム、
エンジンスプレヤ
による乳剤散布。

昭和３０年代の乳剤舗装昭和３０年代の乳剤舗装

• 骨材散布

• 箕に砕石を入れ、
正確に正方形と
なるよう散布する。
まさに職人技。

昭和３０年代の乳剤舗装昭和３０年代の乳剤舗装

• 乳剤混合物のプ
ラント

• ベルトコンベアで
各骨材をミキサ
に供給し、乳剤と
混合する。
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昭和３０年代の乳剤舗装昭和３０年代の乳剤舗装

• 中央混合方式で製造
された乳剤混合物

昭和３０年代の乳剤舗装昭和３０年代の乳剤舗装

• ロードスタビライ
ザによる路上混
合式工法(昭和
30年代)

• 砂利道の耐久性
向上に寄与。簡
易舗装工法とし
て全国的に普及。

昭和３０年代の乳剤舗装昭和３０年代の乳剤舗装

• 東京都の常混プ
ラント

• 東京オリンピック
(S39)に向け、中

央混合式乳剤混
合物が、都内で
施工された。

昭和３０年代の乳剤舗装昭和３０年代の乳剤舗装

• 中央混合式乳剤混
合物の施工状況

• アスファルトフィニッ
シャでの敷きならし、
ローラ転圧など、現
在の加熱混合物と
ほぼ同等の体制。

昭和３０年代の乳剤舗装昭和３０年代の乳剤舗装

• 昭和38年当時の

スラリーシール

• 当時のものは、
現在のような急
硬性タイプでは
なく、施工後、長
時間の養生が必
要であった。

年 度
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３．アスファルト乳剤工法の現状３．アスファルト乳剤工法の現状

プライムコート、
タックコートに使
用される浸透用
乳剤が全体の８
割を占めている。

①プライムコート・タックコート

３．アスファルト乳剤工法の現状３．アスファルト乳剤工法の現状

路上再生ＣＡＥ安定処理路盤工法の概要

②現位置リサイクリング工法（その１）

路上再生ＣＡＥ安定処理路盤工法の施工状況
３．アスファルト乳剤工法の現状３．アスファルト乳剤工法の現状

常温路上表層再生工法の施工状況

②現位置リサイクリング工法（その２）

３．アスファルト乳剤工法の現状３．アスファルト乳剤工法の現状

• 軽交通、砂利道
の表面処理、褥
層に適用

• 予防的維持とし
て期待されるも、
耐久性の面から
本格展開には至
らず。

③表面処理工法（シールコート・アーマーコート）

４．アスファルト乳剤への期待４．アスファルト乳剤への期待

密粒度混合物、舗装での比較

厚さ5cm、1m2当たり混合物1ton当たり
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①乳剤舗装の省エネルギー効果

出典：（社）日本アスファルト乳剤協会 アスファルト乳剤 一般的な性質とその応用より

３２％低減

４０％低減
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４．アスファルト乳剤への期待４．アスファルト乳剤への期待

• 既存の乳剤工法は、耐久性向上が課題

– ストアス乳剤での限界

• 課題解決のため、改質乳剤を開発

– 耐久性、接着性が向上

– ポリマ種により、様々な機能付与が可能

– 乳剤としての新規用途が拡大

②新たな乳剤（改質アスファルト乳剤）

改質アスファルト乳剤の実用例改質アスファルト乳剤の実用例

乳剤散布装置付きアスファルトフィニッシャ

新たなタックコート（その１）

施工方法 施工状況

乳剤散布装置付きアスファルトフィニッシャ乳剤散布装置付きアスファルトフィニッシャ

施工方法の概要と施工状況

専用の改質乳剤を使用

改質アスファルト乳剤の実用例改質アスファルト乳剤の実用例

ベタツキを抑制した改質乳剤の散布状況

新たなタックコート（その２）

ベタツキを抑制した改質乳剤の特徴ベタツキを抑制した改質乳剤の特徴

タイヤへの付着抑制状況 接着強度の比較
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改質アスファルト乳剤の実用例改質アスファルト乳剤の実用例

鋼床版舗装へのマイクロサーフェシングの適用
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改質アスファルト乳剤の実用例改質アスファルト乳剤の実用例

乳剤・骨材同時散布マシン

新たなチップシール工法 新たなチップシール工法の路面新たなチップシール工法の路面

５．展５．展 望望

①プリベンティブメンテナンス

・マイクロサーフェシング、チップシールの活用

②新たな乳剤舗装への取り組み

・改質乳剤混合物など

ⅡⅡ．改質アスファルト．改質アスファルト

１．改質アスファルトとは

２．改質アスファルトの変遷

３．要請高まる改質アスファルト

４．展 望

－時代の要請と技術開発－

１．改質アスファルトとは１．改質アスファルトとは

・ストレートアスファルトに改質材を添加し、

性能を向上

・改質材

ＮＲ，ＳＢＲ，ＥＥＡ，ＥＶＡ，ＳＩＳ→ＳＢＳ主流

・改質アスファルトの種類（ミクロ構造）

改質Ⅰ型，改質Ⅱ型（アスファルト連続相）

高粘度改質アスファルト（ポリマ連続相）

１．改質アスファルトとは１．改質アスファルトとは

改質材のメカニズム

・ポリスチレンドメインの温度変化

ポリスチレンポリブタジエン ポリスチレンドメイン

●●●●○○○○●●●●
Ｓ Ｂ Ｓ

施工温度領域 供用温度領域
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１．改質アスファルトには１．改質アスファルトには

・改質Ⅰ型，改質Ⅱ型

アスファルト連続相タイプ

・アス中にポリマが補強材として点在

×４００

アス

ＳＢＳ

１．改質アスファルトには１．改質アスファルトには

・一般高粘度改質アス，高耐久性高粘度改質

ポリマ連続相タイプ

・ポリマ中にアスが点在，アスは増量材

・ＳＢＳが膨潤，相転換

ＳＢＳ

アス

×４００

ポリマ濃度と混合物性能ポリマ濃度と混合物性能

• ポリマ濃度の増加→骨材飛散抵抗性向上

カンタブロ試験
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• ポリマ濃度の増加→ねじれ抵抗性向上

回転ホイールトラッキング試験
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改質アスの新たな評価試験改質アスの新たな評価試験

・混合物性状との相関性

・あらゆるミクロ構造への適用性

（アス連続からポリマ連続まで）

・タフテナから曲げ試験へ→さらなる評価法の進歩

２．改質アスファルトの変遷２．改質アスファルトの変遷
西暦 年号 内 容 改質アスファルト 改質材 ミクロ構造（ ）

(明 フランス，ゴム添加の試み1898 31）
昭 米国，合成ゴムラテックス1947 22（ ）

昭 東京都：天然ゴム粉末， 神戸市：屑ゴム1952 27（ ）

昭 北海道開発局，天然ゴム粉末，国道３６号1954 29（ ）

昭 北海道大学，ゴム入りアス本格的研究開始1955 30（ ）

ＮＲ1960 35（ ）昭 天然ゴム・アスファルトマスターバッチを商品化，天然ゴ

ム入りアスファルトの市販を開始

アスファルト1965 40（ ）昭 札幌市で輸入ＳＢＲラテックスを使用して試験施工を実施 ＳＢＲ

連 続 相（プラントミックスタイプ） ゴム入り

アスファルト1969 44（ ）昭 建設省道路局が千葉県でＳＢＲラテックスを使用して試験

舗装を実施

東名高速道路で大々的にゴム入りアスファルトを使用（プ

レミックス，プラントミックス）

ＥＶＡ，ＥＥＡ1971 46（ ）昭 北海道開発局，ゴム入りアス使用認定

樹脂入りアスファルト ＳＢＲ東京都，ゴム入りアス大規模試験舗装

ゴム・樹脂入りアスファルト ＳＩＳ樹脂入りアスファルトの市販を開始

昭 東京都 樹脂入りアスファルトを として採用1973 48（ ） 振動防止舗装

本四改質Ⅰ型 ＣＲ1977 52（ ）昭 本四橋面舗装基準案

筑波１号 ＳＢＲ1984 59（ ）昭 ゴムアス協会

付着性改善改質アスファルト1989(平１) 排水性舗装本格化・橋面舗装用改質アスファルト普及

高粘度改質アスファルト1989(平２)

超重交通用改質アスファルト1990(平３) 長寿命舗装，コンポジット舗装

ポリマー1990 5(平 ) 再生合材，重交通道路の表層への適用 再生用改質アスファルト ＳＢＳ

連 続 相1997 9(平 ) バスレーンのカラー化など、カラー舗装本格化 カラーバインダー

寒冷地用高粘度改質アスファルト1998 10(平 ) 排水性舗装の高耐久化，寒冷地への拡大

高耐久型高粘度改質アスファルト～

(平 ) 性能規定発注はじまる2000 12

ゴム入りアスファルトゴム入りアスファルト

• １９５０～１９７０年

• 低品質アスファルトの性能改善
舗装用アスファルトへ改善

• ストレートアスファルトの性能向上
骨材把握力
低温時の脆性改善
→耐摩耗

• ＮＲ，ＳＢＲ

わだちわだち掘れ対策掘れ対策

・１９７０年代

・モータリゼーション

自動車保有台数増加

車両大型化

・わだち掘れ顕在化

・ゴムから樹脂へ

→ひび割れ

→ＳＢＳへ（80年代～）

本四架橋プロジェクト本四架橋プロジェクト

・１９７７年

本四橋面舗装基準案

・鋼床版舗装用改質ア

スファルト開発

・橋面防水の必要性

鋼床版：グースアス

ＲＣ床版：シート防水

鋼床版舗装用改質アスファルト鋼床版舗装用改質アスファルト

・鋼床版特有の局部変

形，たわみ性への追

従性

・リブ，ウェブ上のひび

割れ抑制

・ライフサイクル

疲労破壊抵抗性
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橋面舗装のはく離対策橋面舗装のはく離対策

・１９８０年代後半～

橋面舗装のはく離顕在化

・水，温度，荷重

・付着性改善改質アスフ

ァルト開発

・排水対策の重要性

超重交通用改質アスファルト超重交通用改質アスファルト

・１９９０年代

長寿命舗装，コンポジッ

ト舗装

・超重交通用改質アスァ

ルト開発

表層の機能持続

改質Ⅱ型よりも塑性変

形抵抗性向上

カ ラ ー 舗 装カ ラ ー 舗 装

・１９９０年代

カラー舗装本格化

バスレーンカラー化

景観整備事業の普及

・カラー舗装用バインダ

開発

①歩道用

②重交通用

③排水性舗装用

排水性舗装用改質アスファルト排水性舗装用改質アスファルト

・１９９０年代

排水性舗装本格化

交通安全

低騒音舗装

・高粘度改質アスの改良

→骨材飛散抵抗性向上

３．要請高まる改質アスファルト３．要請高まる改質アスファルト

性能規定化と改質アスファルト

・タイヤ路面騒音規定

→小粒径，整粒骨材

・空隙つぶれ，耐流動性低下

・高耐久性高粘度改質アスへ

回転ホイルトラッキング試験

高耐久型 一般高粘度

回転ホイル試験後の供試体回転ホイル試験後の供試体

高耐久型

一般高粘度



10

３．要請高まる改質アスファルト３．要請高まる改質アスファルト

舗装技術基準と改質アスファルト

・塑性変形輪数規定，疲労破壊輪数規定

改質Ⅰ型，Ⅱ型→超重交通用改質アス

・設計施工の自由度増大

強度等に応じて１以上の等値換算係数が

設定可能

舗装厚さの低減，コスト縮減への方策

→設定方法は？

４．展４．展 望望

①耐油型高粘度改質アスファルト

都市圏に多い油による排水性舗装破損

→排水性舗装の耐油性付与

②中温化

ストアスと同等の温度で混合物製造・施工

→さらに低い温度領域へ

ⅢⅢ．舗装調査技術．舗装調査技術

－時代の要請と技術開発－

１．時代要請に応じた調査・評価技術

２．最近の舗装調査技術

３．調査結果の活用技術

１．時代要請に応じた調査・評価技術１．時代要請に応じた調査・評価技術

（２） ＦＷＤ調査

（１） 路面性状調査

（３） 空洞調査

調査技術の進化調査技術の進化

① ひびわれ

②わだち掘れ

③平坦性

・スケッチ法

時代要請

・横断ﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ
・直定規他

・3mﾌﾟﾛﾌｨﾙﾒｰﾀ
・3m直定規

現在(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ)従来(ｱﾅﾛｸﾞ)
路面性状測定車：

（３要素同時測定）

・非接触測定

・大量、 高速測定

・迅速な解析ｼｽﾃﾑ

・作業者の安全性確保

・路上規制作業の低減

・舗装ｽﾄｯｸの定量評価

・維持管理の効率化

・平板載荷

・ﾍﾞﾝｹﾙﾏﾝﾋﾞｰﾑ

ＦＷＤ ：

・衝撃荷重によるた

わみの自動測定

・表層／路盤／路床

の健全度評価

④たわみ量 ・測定の効率性

・荷重車手配の困難

・理論的設計の高度化

・疲労破壊輪数に相当

する性能検証

⑤空洞調査・

構造調査

・開削、ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

・手押ﾊﾝﾃﾞｨﾚｰﾀﾞ

舗装構造探査車：
・ﾚｰﾀﾞ非破壊調査
・高速測定45Km/h

・舗装構造の非開削調査

・陥没事故の未然防止
（社会的要請）

各社の路面性状測定車

測定速度：40～100ｋm/h
測定項目：ひびわれ、わだち掘れ、平坦性／３要素同時測定

（１）路面性状調査（１）路面性状調査
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ひびわれ測定ひびわれ測定原理原理

暗

明

距離パルス

反
射
光
量

レ
ー
ザ
ー

レーザー走査部

ひびわれ

Li
ne

縦
断
方
向

バッファメモリ

レーザスキャ
ニング法

レーザースキャニング方式

レーザー・光検出器

計測速度 ０～６０ｋｍ/ｈ

計測範囲 最大幅員４ｍ

精度および許容範囲 幅1mm以上のひびわれ検出

計測方式

ひびわれ

主な仕様：

わだちわだち掘れ測定原理掘れ測定原理

Ｄ２ Ｄ１ Li
ne

レーザー走査部

θ

レーザーの軌跡

ＴＶカメラ

Ｄ１́Ｄ２́

光切断法

レーザービデオ光切断法

レーザー・ＣＣＤカメラ

計測速度 ０～６０ｋｍ/ｈ

計測範囲 最大幅員４ｍ

精度および許容範囲 ±3mm（横断プロフィルメータ比）

計測方式

わだち掘れ

主な仕様：

平坦性の測定原理平坦性の測定原理

光点変位法

レーザービデオ光点変位法

半導体レーザー・光点変位法

計測速度 ０～６０ｋｍ/ｈ

計測範囲 1測線（OWP）

精度および許容範囲 ±30％（縦断プロフィルメータ比）

計測方式

平坦性

レーザー走査部

ＴＶカメラ

ｈ１
ｈ２ｈ３

1.5m

○ レーザ距離高さ h2 h3

□ 横断レーザー変換高さ h1

1.5m

主な仕様：

＜ ＭＣＩ算出方法と評価区分 ＞

ＭＣＩ ＝ 10 － 1.48Ｃ０．３ － 0.29Ｄ０．７ － 0.47σ０．２----- （1式）
ＭＣＩ０ ＝ 10 － 1.51Ｃ０．３ － 0.30Ｄ０．７ --------------------- （2式）
ＭＣＩ１ ＝ 10 － 2.23Ｃ０．３ -------------------------------------- （3式）
ＭＣＩ２ ＝ 10 － 0.54Ｄ０．７ -------------------------------------- （4式）

ここに、Ｃ：ひびわれ率 （％）
Ｄ：わだち掘れ量（㎜）
σ：平坦性（㎜）

ＭＣＩ：維持管理指数〔 （1式） ～ （4式）の最小値〕

ＭＣIと管理水準

ＭＣＩ 管　理　水　準

５以上 補修の必要なし（望ましい管理水準）
３～５ 補修が必要
３以下 早急に補修が必要

路面性状と維持管理指数（ＭＣ路面性状と維持管理指数（ＭＣII））

ＭＣＩ区分の路線図ＭＣＩ区分の路線図

補修計画に反映す
る早急に補修を要
する箇所の評価図距離標

（２）ＦＷＤ調査（２）ＦＷＤ調査

牽引タイプのＦＷＤ測定車

ＦＷＤの基本構造
（単重錘式の例）

制御
演算器

パーソナル
コンピュータ

プリ
　ンタ

重錘

スプリング系

ロードセル

載荷板
（φ300mm）

Ｄ２Ｄ１

Ｄ０

Ｄ０ Ｄ１ Ｄ２...たわみ検出器
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ＦＷＤの構造評価ＦＷＤの構造評価

区間内異常箇所
の発見

破損個所の修繕
工法の選択

現場実績の設計
へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

ＦＷＤ測定

区間全体の構造
的現状の把握

調査目的：

・たわみデータそのものを用いて従来の設計法（ＴＡ法）

に対応した評価法（道路保全技術センター運用マニュアル参
照）

・ある構造モデルを設定して、力学的な弾性係数を逆
解析によって推定し、理論的な設計方法に対応した
評価法（土木学会ＦＷＤ運用の手引き参照）

構造評価の
アプローチ：

（３）路面下空洞（舗装構造）探査車（３）路面下空洞（舗装構造）探査車

【 仕 様 】

探査速度 ： 最高 45km

探査深度 ： 路面下 1.5m

探 査 幅 ： 1.7m～2.35m

探査能力 ： 縦×横×厚さ

(m) 0.5×0.5×0.1

以上の空洞

7基のアンテナ搭載

スコープ調査スコープ調査

探 査 フ ロ ー

探査車による計測

データ解析

メッシュ調査

スコープ調査

 自動挿入機 

アスコン 

砕石 

砂 

空洞 

CRT 円周画像 
 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ 
ﾊﾟﾙｽ変換 機 
自動送入機 
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ 

CRT展開画像

ＣＣＤカメラ 
特殊円錐レンズ 
光 源 
電 池 

- 特殊ゾンデ - 

スコープ記録

空洞部
直径５ｍ 深さ１．５ｍに渡り陥没

東京都銀座の道路陥没
（昭和６３年）

2000 10000 14000 18000 2200060000

300

600

900

1200

1500

1800

国道・地方道別調査実績国道・地方道別調査実績（保全センター調査分）（保全センター調査分）

一
般
国
道

地
方
道

一 般 国 道 ：

地方道（都市内）：

◇ 100km当りの

空洞発見数

約 ６箇所

22,000km

1,422箇所

約 １５箇所

11,000km

1,689箇所

２．最近の舗装調査技術２．最近の舗装調査技術

A：車道

（１）タイヤ／路面騒音測定

（２）すべり抵抗測定・テクスチャ測定装置

（３）乗り心地測定

Ｂ：自転車歩行者道

（４）段差・路面形状測定
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（１）タイヤ／路面騒音測定車（１）タイヤ／路面騒音測定車
各種測定車

測定速度：５０kｍ／ｈ

集音マイク

特殊タイヤ

騒音データの測定結果例騒音データの測定結果例
((密粒度密粒度→→排水性舗装排水性舗装))

Laeq=88.5dB(A)

排水性舗装区間密粒度区間

（２）（２）--１１ すべり抵抗測定（すべり抵抗測定（DFDFテスター）テスター）

ASTM E-1911-98規格

速度(km/h）

す
べ
り

摩
擦
係
数

データ使用領域

密粒度ＡC

（２）（２）--２２ テクスチャ測定装置テクスチャ測定装置(MTM)(MTM)

きめ深さ（ＳＭＴＤ）：１０ｍ単位に集計評価（英国製）

（２）（２）--３３ テクスチャ測定装置テクスチャ測定装置(CTM)(CTM)

ＤＦテスターと同一円周上のテクスチャーを測定、
データ間隔約０．２㎜

（３）乗り心地測定（３）乗り心地測定（ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ凹凸測定機）（ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ凹凸測定機）

8

流水浸食溝と
深いくぼみ

大半が浅いくぼみ
若干浅いくぼみ

大半が小さなくぼみ

表面の損傷

0=完全な状態

空港滑走路および
高速道路

新しい舗装

古い舗装

維持された
未舗装道路

損傷した舗装

荒れた
未舗装
道路

IRI=m/km=mm/m

0

2

4

6

標準的
使用

10

12

14

16

50㎞/h

60㎞/h

80㎞/h

100㎞/h

ＩＲI：国際ラフネス指数
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（４）段差・形状測定（４）段差・形状測定（自転車・歩行者道）（自転車・歩行者道）

歩道の段差

距離
(m）

縦
断
変
化
量
（㎜
）

プロファイル

（幾何学的形

状）

影響される

供 用 性

マクロテクスチャ ﾒｶﾞﾃｸｽ

ﾁｬ
ミクロテクス
チャ

平坦性 横断勾配

騒音に関したﾃｸｽﾁｬ 横断ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ 縦断ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

摩擦すべり抵抗 乗り心地 幾何学的設計

ﾀｲﾔと路面の
車外騒音

ﾀｲﾔと路面の
車内騒音

路面波長λ

（㎝）
10-3 10-1 10 103 105

すべり、騒音、乗り心地をプロファイルで関連づけて評価すべり、騒音、乗り心地をプロファイルで関連づけて評価
（（ PIARCPIARCによる分類）による分類）

今後：プロファイルによる体系的整理、評価

３．調査結果の活用技術３．調査結果の活用技術

（２） 活用技術の今後の展開

（１） 舗装管理支援システム（国土交通省）

（１）舗装管理支援システム（国土交通省）（１）舗装管理支援システム（国土交通省）

背景：増大するメンテナンス、社会的要請の高度化

→計画的・効率的なメンテナンス

業務的活用
・舗装現況の把握
・日常管理
・補修箇所の選定
・補修計画の立案

路面性状、補修履歴データなど舗装に関わる調査データを効率
的に一元管理することによって、維持管理業務をサポートする
事を目的に「舗装管理支援システム」を開発、運用

試行的活用
・補修の需要予測
・ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄによる投資効

果の算定等

はじめ

通常の巡回

舗装管理支援システム

道路現況、交通現況等

舗装現況

路面性状調査

長期的供用性予測

予算レベルと供用性との関連分析
（費用便益分析による投資効果）

長期計画（5，10年）の決定

（ミクロなアプローチ）

長期補修計画システム

短期的供用性予測

補修の緊急度の算定
（破損状態、道路条件、沿道条件等）

優先順位の決定

（マクロなアプローチ）

補修実施区間の決定

工法選定

工事の実施

事後評価

おわり

短期補修計画システム

舗装管理支援システムの機能フロー

３．システムの活用

①日常管理

②補修計画

③設計積算

１．入力データの作成

①路面性状調査 等

簡易システム
(CD-ROM）

舗装管理支援システムの運用手順舗装管理支援システムの運用手順

２．システムの管理・運用

① データベースの作成・更新

② 補修計画資料の作成

報告書

（管理道路を３年で一巡する

方式で路面性状測定）

Ｈ１５年度 計画

Webサーバへの舗装
ＤＢ登録

事務所／出張所

地方整備局

＋
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（２）調査技術の今後の展開（２）調査技術の今後の展開

＜今後の展開＞
①プロファイル：路面騒音、すべり、乗り心地等の

調査技術の確立
②舗装構造：ＦＷＤ、舗装構造

路面性状、舗装履歴、道路管理データ等

舗装管理支援
システム

機能、耐久性等の
パフォーマンス分析

・供用性の予測
・ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄなど

いつ、どこを、どの様に

理論から実践へ

データの蓄積

＜補修計画への実務活用＞

新
た
な
調
査
・評

価
技
術
の
要
請

調
査

デ
ー
タ

実践の検証

③新たな要請技術

既入力ﾃﾞｰﾀ：

未入力ﾃﾞｰﾀ：

おわりにおわりに
・材料開発・評価技術開発の視点

①①ト－タル思考へト－タル思考へ

橋面舗装：防水～舗装構成～導水処理～地覆防水

→水に対するト－タル思考

改質：（表層→表層基層→舗装構造全体で考える）

②②他分野からの技術導入他分野からの技術導入

顧客は車から人へ

人を顧客にしてきた他分野（化粧品、家庭用品など）

・調査技術・評価技術開発の視点

①①車道中心から歩道の評価へ車道中心から歩道の評価へ

歩行者・車いすからみた路面性状


